
83―　　―

一
、
は
じ
め
に

　

筆
者
は
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
二
一
日
か
ら
二
四
日
に

か
け
て
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
開
催
さ
れ
たD

C Fintech 

W
eek 2019

（
以
下
、
本
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
）
に
参
加
す

る
機
会
を
得
た
。
本
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
タ

ウ
ン
大
学
国
際
経
済
法
研
究
所
（Georgetow

n Law
ʼs 

Institute of International Econom
ic Law

 

）、
Ｃ
Ｑ

ロ
ー
ル
コ
ー
ル
（CQ

 Roll Call

）、
金
融
市
場
研
究
所

（the Institute for Financial M
arkets

）
が
共
同
で

開
催
し
た
も
の
で
あ
り
、
今
回
が
三
回
目
の
開
催
で
あ
る

と
い
う
。
目
下
注
目
を
集
め
る
デ
ジ
タ
ル
通
貨
を
は
じ

め
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
ク
ラ
ウ
ド

コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン

な
ど
、
急
速
に
進
展
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
対
し
て
ど

の
よ
う
に
向
き
合
う
か
を
テ
ー
マ
に
、
そ
う
し
た
技
術
革

新
が
も
た
ら
す
機
会
と
リ
ス
ク
、
規
制
監
督
体
制
の
あ
り

方
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
（
パ
ネ
ル
セ
ッ

シ
ョ
ン
の
テ
ー
マ
と
キ
ー
ノ
ー
ト
に
つ
い
て
は
図
表
１
お

よ
び
２
を
参
照
）。
登
壇
者
は
、
主
要
国
の
規
制
監
督
当

局
、
中
央
銀
行
、
国
際
機
関
の
ほ
か
、
大
手
金
融
機
関
、

Ｄ
Ｃ
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
・
ウ
ィ
ー
ク
二
〇
一
九
に
参
加
し
て

―
急
速
に
進
展
す
る
技
術
革
新
と
ど
う
向
き
合
う
か
―

小　

林　

陽　

介
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フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
関
連
企
業
等
か
ら
の
有
識
者
、
大
学
・
研

究
機
関
に
所
属
す
る
研
究
者
も
含
ま
れ
、
全
体
で
一
二
〇

名
を
超
え
た
。
フ
ロ
ア
参
加
に
つ
い
て
も
事
前
の
登
録
の

み
で
無
料
で
聴
講
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
な
ど
、
非
常

に
オ
ー
プ
ン
な
形
態
で
開
催
さ
れ
た
点
が
特
徴
的
で
あ

る
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
の
中
か
ら
ス
テ
ー
ブ
ル
コ
イ
ン

と
中
央
銀
行
デ
ジ
タ
ル
通
貨
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
と

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
ト
ピ
ッ
ク
に
絞
っ
て
、
本
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
で
議
論
さ
れ
た
内
容
を
紹
介
し
た
い⑴

。
な
お
、
一
〇

月
二
四
日
に
は
同
じ
く
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
お
い
て
米
商

品
先
物
取
引
委
員
会
（
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
）
主
催
のFintech 

Forw
ard 2019: Exploring the U

nw
ritten Future

が
開
催
さ
れ
た
点
を
付
記
し
て
お
き
た
い
（
パ
ネ
ル
セ
ッ

シ
ョ
ン
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
付
表
を
参
照
）。

図表１　パネルセッションの構成
Day 1; Market Movers, 
Innovation and Risk

Day 2; Issues on the Hill and 
Beyond

Day 3; Blockchain 
Infrastructures

Central Banks as 
Innovators?（①－１）

Arbitrage or Adaptation? 
Domestic Rules, International 
Markets（②－１）

Crypto （Macro）
economics and the Global 
Financial System（③－１）

How Fintechs Scale（①－２）

Cross-border Fintech 
Cooperation: UK-U.S. 
Financial Innovation 
Partnership（②－２）

Stablecoins and Financial 
Infrastructures（③－２）

Datanomics（①－３） De-Blasing AI（②－３）
Oracles and Trusted 
Validators: The Good, the 
Bad-and the Future（③－３）

Fintech Company Trends: 
Valuations and 
Opportunities（①－４）

Open Banking, Data and the 
API Economy（②－４）

The （New?） Custody 
Solutions （③－４）

Fintechs and Financial 
Inclusion（②－５）

What Dose Wall Street 
Want?（③－５）

（注）�　招待者限定のイベントは省略している。
〔出所〕�　会場で配布された資料より筆者作成。
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ＤＣフィンテック・ウィーク二〇一九に参加して

二�

、
ス
テ
ー
ブ
ル
コ
イ
ン
と
中
央
銀
行

デ
ジ
タ
ル
通
貨

　

フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
な
か
で
も
、
現
在
と
り
わ
け
注
目
を

集
め
て
い
る
の
が
ス
テ
ー
ブ
ル
コ
イ
ン
を
は
じ
め
と
し
た

デ
ジ
タ
ル
通
貨
で
あ
ろ
う
。
特
に
二
〇
一
九
年
六
月
の

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
よ
る
リ
ブ
ラ
（Libra

）
構
想
の
発

表
は
、
メ
デ
ィ
ア
や
ニ
ュ
ー
ス
で
大
々
的
に
取
り
上
げ
ら

れ
、
米
議
会
の
ほ
か
、
Ｇ
７
や
Ｇ
20
の
財
務
大
臣
・
中
央

銀
行
総
裁
会
議
で
も
議
題
と
な
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し

い
。
本
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
開
催
期
間
に
あ
た
る
一
〇
月

二
三
日
に
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
マ
ー
ク
・
ザ
ッ

カ
ー
バ
ー
グ
氏
が
米
下
院
金
融
委
員
会
の
公
聴
会
で
証
言

す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
な
か
で
も
し
ば
し
ば
リ
ブ
ラ
に
つ
い
て
言

及
が
あ
っ
た
。

図表２　キーノートのスピーカー
講演者 所属

Day 1; Market Movers, Innovation and Risk

Kenneth Blanco Director, Financial Crimes Enforcement Network（FinCen）, U.S. 
Department of the Tresury

Heath Tarbert Chairman, U.S. Commodity Futures Trading Commission

Jelena McWilliams Chairman, Federal Deposit Insurance Corporation

Day 2; Issues on the Hill and Beyond

Linda Lacewell Superintendent, New York State Department of Financial 
Services

Day 3; Blockchain Infrastructures

Jay Clayton Chairman, U.S. Securities and Exchange Commission

Brad Garlinghouse Chief Executive Officer, Ripple

Joe Lubin Founder, ConsenSys and Co-founder of Ethereum

（注）�　キーノートはクリス・ブルマー氏（ジョージタウン大学教授）との対談形式で行われた。
〔出所〕�　会場で配布された資料より筆者作成。
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企
業
の
資
産
で
あ
り
経
営
の
健
全
性
で
あ
る
。
政
府
に
よ

る
支
え
が
な
く
、
運
営
主
体
の
倒
産
な
ど
各
種
の
リ
ス
ク

が
存
在
す
る
が
、
そ
う
し
た
リ
ス
ク
に
つ
い
て
消
費
者

（
利
用
者
）
の
理
解
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
懸
念
す
る

意
見
が
み
ら
れ
た
。

　

金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
性
に
関
連
す
る
リ
ス
ク
も
議
論

さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
銀
行
預
金
か
ら
ス
テ
ー
ブ
ル
コ
イ
ン

へ
の
資
金
流
出
（
デ
ィ
ス
イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ

ン
）
が
発
生
す
る
可
能
性
や
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
銀
行

の
資
金
調
達
コ
ス
ト
が
高
騰
す
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

た
。
特
に
、
イ
ン
フ
レ
率
が
高
く
相
対
的
に
不
安
定
な
国

に
お
い
て
は
、
リ
ブ
ラ
を
は
じ
め
と
し
た
ス
テ
ー
ブ
ル
コ

イ
ン
へ
の
資
金
流
出
が
生
じ
や
す
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ

た
。
実
際
、
そ
う
い
っ
た
国
で
は
、
自
国
通
貨
に
代
わ
っ

て
（
も
し
く
は
並
ん
で
）
ド
ル
が
利
用
さ
れ
る
ド
ル
化
現

象
（dollarization

）
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る⑷

。
ま
た
、
こ
れ
と
の
関
連
で
デ
ジ
タ
ル
通
貨
が
ド
ル

　

本
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
お
い
て
も
デ
ジ
タ
ル
通
貨
に
焦

点
を
あ
て
た
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
設
け
ら
れ
、
ス
テ
ー

ブ
ル
コ
イ
ン
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か⑵

と
い
う
点
や

ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
、
も
た
ら
し
う
る
便
益
と
リ
ス
ク
、
規
制

上
の
課
題
な
ど
が
議
論
さ
れ
た
（
図
表
１
の
中
の
①

－
１

と
③

－

２
）。
例
え
ば
、
デ
ジ
タ
ル
通
貨
の
分
類
方
法
が

議
論
さ
れ
、
独
自
の
計
算
単
位
（
貨
幣
単
位
）
が
あ
る
か

否
か
、
法
定
通
貨
等
へ
の
償
還
を
支
え
て
い
る
も
の

（backstop

）
は
何
か
と
い
っ
た
観
点
か
ら
ス
テ
ー
ブ
ル

コ
イ
ン
の
特
徴
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
ア
イ
デ
ア
が
紹
介
さ

れ
た⑶

。

　

ス
テ
ー
ブ
ル
コ
イ
ン
の
リ
ス
ク
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
の

が
消
費
者
（
利
用
者
）
保
護
の
問
題
で
あ
る
。
銀
行
預
金

で
あ
れ
ば
、
規
制
監
督
の
枠
組
み
や
預
金
保
険
制
度
、
中

央
銀
行
に
よ
る
最
後
の
貸
し
手
機
能
な
ど
の
形
で
背
後
に

政
府
の
支
え
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
ス
テ
ー
ブ
ル
コ
イ

ン
の
場
合
、
法
定
通
貨
等
へ
の
償
還
を
支
え
る
の
は
民
間
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ＤＣフィンテック・ウィーク二〇一九に参加して

に
代
わ
っ
て
世
界
の
準
備
通
貨
に
な
る
か
と
い
う
点
に
も

話
題
が
及
ん
だ⑸

。
そ
の
他
、
何
ら
か
の
事
情
に
よ
っ
て
法

定
通
貨
へ
の
償
還
が
多
発
す
る
と
資
産
の
投
げ
売
り
が
行

わ
れ
資
産
価
格
の
暴
落
に
つ
な
が
る
可
能
性
や
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
効
果
に
強
み
を
持
つ
ビ
ッ
ク
テ
ッ
ク
企
業
に
よ
る

新
た
な
独
占
が
発
生
す
る
こ
と
へ
の
懸
念
な
ど
が
指
摘
さ

れ
た
。

　

本
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は
中
央
銀
行
の
発
行
す
る
デ
ジ

タ
ル
通
貨
（CBD

C

、Central Bank D
igital Curren-

cy

）
に
も
言
及
さ
れ
（
図
表
１
の
中
の
①

－

１
と
②

－

１
）、
特
に
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
議
論
さ
れ

た⑹

。
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
の
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
の

は
、
通
貨
価
値
の
安
定
や
中
銀
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
健
全

性
と
い
っ
た
、
中
央
銀
行
が
こ
れ
ま
で
果
た
し
て
き
た
役

割
を
維
持
し
つ
つ
ど
の
よ
う
な
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
を
設
計
す
る
か

と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、
中
央
銀
行
準
備
へ

の
ア
ク
セ
ス
を
ど
の
主
体
ま
で
認
め
る
か
と
い
う
点
や
中

央
銀
行
信
用
を
ノ
ン
バ
ン
ク
に
も
与
え
る
か
と
い
う
点
な

ど
で
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。
前
者
に
つ
い
て
、
銀
行
以
外

の
主
体
に
中
央
銀
行
準
備
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
認
め
た
場

合
、
そ
れ
が
中
銀
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
与
え
る
影
響
が
問

題
と
な
る
。
ま
た
、
効
率
の
良
い
シ
ス
テ
ム
を
作
る
た
め

に
は
中
央
銀
行
に
よ
る
信
用
供
与
が
重
要
と
な
る
が
、
こ

れ
を
銀
行
以
外
の
主
体
に
対
し
て
も
与
え
る
か
ど
う
か
と

い
っ
た
点
に
も
言
及
が
あ
っ
た
。

三�

、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
と
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ

　

本
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
に
つ

い
て
も
活
発
に
議
論
が
行
わ
れ
た
。
Ａ
Ｉ
を
め
ぐ
っ
て

は
、
そ
れ
が
人
間
の
雇
用
を
奪
う
と
い
っ
た
脅
威
の
側
面

が
強
調
さ
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
人
間
で
は
発
見

で
き
な
い
よ
う
な
相
関
関
係
を
見
つ
け
る
こ
と
で
新
た
な
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サ
ー
ビ
ス
が
生
み
出
さ
れ
る
と
い
っ
た
期
待
の
側
面
が
強

調
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
文
脈
で
は
、

機
械
学
習
型
Ａ
Ｉ
と
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
が
組
み
合
わ
さ
る
こ

と
で
、
こ
れ
ま
で
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
が
補
完
・
拡
充
さ
れ

る
可
能
性
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
消
費
者
向
け

ロ
ー
ン
の
分
野
で
は
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
Ａ
Ｉ
で
分
析
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
迅
速
か
つ
安
価
に
融
資
判
断
が
可
能
に

な
り
、
加
え
て
既
存
の
金
融
機
関
で
は
利
用
さ
れ
な
か
っ

た
デ
ー
タ
が
多
面
的
に
分
析
さ
れ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で

は
融
資
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
層
の

信
用
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
拡
大
し
、
金
融
包
摂
に
貢
献
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

他
方
、
近
年
で
は
、
そ
う
し
た
Ａ
Ｉ
の
持
つ
可
能
性
を

認
め
つ
つ
も
、
Ａ
Ｉ
に
は
潜
在
的
な
問
題
点
が
含
ま
れ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
本
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
に
お
い
て
も
、
そ
う
し
た
Ａ
Ｉ
の
問
題
点
に
つ
い

て
議
論
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
設
け
ら
れ
た

（
図
表
１
の
中
の
②

－

３
）。
議
論
の
中
心
は
Ａ
Ｉ
の
バ
イ

ア
ス
問
題
で
あ
る
。
客
観
的
・
中
立
的
に
公
平
な
判
断
を

下
す
と
み
ら
れ
る
Ａ
Ｉ
に
お
い
て
も
、
デ
ー
タ
や
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
に
起
因
す
る
バ
イ
ア
ス
（
偏
り
）
が
存
在
し
う
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
例
え
ば
、
機

械
学
習
型
Ａ
Ｉ
の
場
合
、
デ
ー
タ
を
与
え
て
学
習
さ
せ
る

こ
と
で
モ
デ
ル
が
作
ら
れ
る
が
、
そ
の
学
習
デ
ー
タ
に
何

ら
か
の
バ
イ
ア
ス
が
存
在
す
れ
ば
、
モ
デ
ル
に
そ
の
バ
イ

ア
ス
が
反
映
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
結
果
と
し

て
、
Ａ
Ｉ
が
ロ
ー
ン
の
可
否
や
条
件
等
で
特
定
の
集
団

（
人
種
や
性
別
等
）
を
差
別
し
う
る
こ
と
へ
の
懸
念
が
示

さ
れ
た
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ
の
バ
イ
ア
ス
に
つ
い
て
は
、
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
に
起
因
す
る
バ
イ
ア
ス
に
つ
い
て
も
議
論
さ
れ

た
。
Ａ
Ｉ
が
判
断
に
至
る
ま
で
の
手
順
や
方
法
は
、
人
間

に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
る
。
そ
の
設
計
者
の
考
え
に
バ
イ
ア

ス
が
あ
れ
ば
、
モ
デ
ル
に
も
そ
の
バ
イ
ア
ス
が
入
り
込
ん

で
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
が
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複
雑
に
な
る
ほ
ど
判
断
結
果
に
つ
い
て
の
説
明
が
難
し
く

な
る
点
や
、
Ａ
Ｉ
の
公
平
性
と
い
う
場
合
の
「
公
平
さ
」

の
意
味
が
多
義
的
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
議
論
さ
れ

た
。

　

Ａ
Ｉ
の
発
展
と
不
可
欠
な
関
係
に
あ
る
の
が
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
の
活
用
で
あ
る
。
本
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
お
い
て

も
、
こ
れ
に
関
連
し
た
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
設
け
ら
れ

た
（
図
表
１
の
中
の
①

－

３
）。
近
年
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
普
及
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
拡
大
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
の
発
達

等
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
に
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
デ
ー
タ

が
日
々
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
多
様
性
（V

ariety

）、
量

（V
olum

e

）、
生
成
速
度
（V

elocity

）
の
特
徴
を
持
つ

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
は
、
二
〇
世
紀
の
石
油
に
代
わ
っ
て
二
一

世
紀
に
お
け
る
富
の
源
泉
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
た
だ
し
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
は
、
そ
れ
自
体
で
は
価
値

を
持
つ
わ
け
で
は
な
く
、
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
初

め
て
価
値
が
生
み
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
パ
ネ
ル
で

は
、
そ
の
ま
ま
で
は
分
析
し
づ
ら
い
非
構
造
化
デ
ー
タ
を

含
む
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
ク
レ
ン

ジ
ン
グ
や
デ
ー
タ
の
標
準
化
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
い
か
に
し
て
マ
ネ
タ
イ
ズ
（
収

益
化
）
す
る
か
に
つ
い
て
も
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

四
、
お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
二
一
日
か
ら
二
四
日

に
か
け
て
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
開
催
さ
れ
たD

C 

Fintech W
eek 2019

で
の
議
論
に
つ
い
て
、
ス
テ
ー
ブ

ル
コ
イ
ン
と
中
央
銀
行
デ
ジ
タ
ル
通
貨
、
人
工
知
能
（
Ａ

Ｉ
）
と
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に
絞
っ
て
紹
介
し
て
き
た
。
本
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は
ほ
か
に
も
規
制
枠
組
み
の
あ
り
方
や

そ
の
国
際
協
調
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
企
業
の
動
向
や
ウ
ォ
ー

ル
ス
ト
リ
ー
ト
と
の
関
係
、
金
融
包
摂
、
ブ
ロ
ッ
ク

チ
ェ
ー
ン
や
Ａ
Ｐ
Ｉ
の
要
素
技
術
に
つ
い
て
も
議
論
さ
れ
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た
。
ま
た
、
規
制
監
督
当
局
の
代
表
や
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
企

業
の
経
営
者
等
に
よ
る
キ
ー
ノ
ー
ト
も
ク
リ
ス
・
ブ
ル

マ
ー
氏
（
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
教
授
）
と
の
対
談
と
い

う
形
を
と
っ
て
開
催
さ
れ
た
（
ス
ピ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
は

図
表
２
を
参
照
）。

　

全
体
と
し
て
本
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
か
ら
は
、
技
術
を
実

際
に
活
用
す
る
う
え
で
の
課
題
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
て
い

た
と
の
印
象
を
与
え
ら
れ
た
。
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
に
関
す
る

議
論
は
、
当
初
は
既
存
金
融
に
と
っ
て
脅
威
か
（
デ
ィ
ス

ラ
プ
シ
ョ
ン
）
否
か
と
い
う
点
に
フ
ォ
ー
カ
ス
さ
れ
る
こ

と
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
最
近
で
は

本
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
の
議
論
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

技
術
が
持
つ
可
能
性
や
課
題
に
つ
い
て
冷
静
な
議
論
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
。
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
が
実
践
フ
ェ
ー
ズ
に
入
り
つ
つ
あ

る
こ
と
を
示
唆
す
る
現
象
と
し
て
注
目
さ
れ
よ
う
。

　

本
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は
、
各
国
の
規
制
監
督
当
局
を

付表　Fintech Forward 2019のパネルセッション

テーマ

AI in the 21st Century Marketplace: Exploring the Role of AI and Related Fintech in 
CFTC Markets

Re-Imagining Markets: What Digitization Means … for Transactions, Custody, and 
Markets

Global Perspective: International Regulatory Approaches to Fintech-- Current Issues 
and New Developments

Head in the Cloud（s）: Opportunities and Challenges of Big Data and Cloud Computing

Building an AI-Inclusive Framework: Appropriate Rules of the Road and Safeguards

（注）�　プログラムよりパネルセッションを抽出。
〔出所〕�　会場で配布された資料より筆者作成。
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ＤＣフィンテック・ウィーク二〇一九に参加して

は
じ
め
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
企
業
や
大
手
金
融
機
関
が
参
加

し
、
立
場
を
超
え
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
事
前
の
登
録

さ
え
あ
れ
ば
一
般
の
市
民
も
議
論
を
聴
講
す
る
こ
と
が
で

き
、
非
常
に
オ
ー
プ
ン
な
形
態
で
開
催
さ
れ
た
点
が
特
徴

的
で
あ
っ
た
。
急
速
に
進
展
す
る
技
術
革
新
の
動
き
を
単

独
で
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
多

様
な
主
体
が
立
場
を
超
え
て
オ
ー
プ
ン
に
議
論
す
る
こ
と

が
有
効
で
あ
る
が
、
本
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
そ
う
し
た
実

践
の
あ
り
方
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

※
１�　

パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
う
ちStablecoins and 

Financial Infrastructures

に
つ
い
て
は
、
ク
リ

ス
・
ブ
ル
マ
ー
氏
のY

ouT
ube

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
視

聴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（https://w
w

w
.youtube.com

/w
atch?v= 

lS9z8xJI_w
k

）

※
２�　

米
商
品
先
物
取
引
委
員
会
（
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
）
主
催
の

F
intech F

orw
ard 2019: E

xploring the 

U
nw

ritten Future

に
つ
い
て
は
、
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
の

Y
ouT

ube

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

（https://w
w

w
.youtube.com

/w
atch?v= 

feBIQ
K

8H
M

K
k

）

（
注
）

⑴　

本
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
・
ア
セ
ッ
ト
の
議
論
に

関
し
て
は
若
園
［
二
〇
一
九
］
も
参
照
。

⑵　

ス
テ
ー
ブ
ル
コ
イ
ン
と
は
、
米
ド
ル
等
の
法
定
通
貨
や
金
と
い
っ

た
商
品
な
ど
に
価
値
を
裏
付
け
す
る
こ
と
で
価
格
変
動
を
抑
え
た
仮

想
通
貨
の
こ
と
で
、
米
ド
ル
と
の
レ
ー
ト
を
一
対
一
に
固
定
し
た
テ

ザ
ー
（T

ether

）
が
有
名
で
あ
る
。

⑶　

こ
れ
は
、A

drian and M
ancini-Griffoli

［2019

］
に
お
い
て
提

起
さ
れ
た
分
類
方
法
で
あ
る
。

⑷　

ド
ル
化
現
象
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
土
田
［
二
〇
一
九
］
を
参
照
。

⑸　

こ
こ
で
は
、
二
〇
一
九
年
八
月
の
ジ
ャ
ク
ソ
ン
ホ
ー
ル
会
議
に
お

け
る
マ
ー
ク
・
カ
ー
ニ
ー
英
中
央
銀
行
総
裁
の
講
演
が
意
識
さ
れ
て

い
る
。

⑹　

Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
［
二
〇
一
八
］
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を
参
照
。
な
お
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
は
大
き
く
分
け
て
、
中
央
銀
行
が
利
用
者

に
直
接
デ
ジ
タ
ル
通
貨
を
発
行
す
る
「
直
接
型
」
と
、
中
央
銀
行
が

金
融
機
関
に
対
し
て
デ
ジ
タ
ル
通
貨
を
発
行
す
る
「
間
接
型
」
と
の

大
き
く
二
類
型
が
存
在
す
る
と
い
わ
れ
る
。
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